
はじめに1

インプットは、 聞くことや読むことを通して、 語

彙や文構造、 ことばのルールを頭の中にストック

する、 いわゆる 「入力」 であり、 アウトプットは、

その蓄積したストックを用いて、 話すことや書くこ

とを通して発信していく、 いわゆる 「出力」 です。

生徒に自分の考えや思いをのせたアウトプットをさ

せるために、 どう指導すべきか、 多くの英語教師

は悩んでいることと思います。 教科書各 Lesson

内の各 Part に設けられている Think & Try! コ

ーナーの工夫例を紹介しながら、 2 つのポイントに

迫りたいと思います。

課題の前に「やり取り」を充分に行う2   

Think & Try! は、 教科書本文の内容と密接に

つながっている活動です。 本文でインプットしたこ

とを、 自分が考えた状況に置きかえて英語でアウ

トプットし、 「使える」 状態にシフトする活動です。

2 年 Lesson 9 Part 2 （p. 109） の Think & 

Try! を題材として、 工夫例を紹介します。

本文に関連する書く活動が設定されています。

「他の人とのコミュニケーションにおいて、 ジェス

チャーは役に立つ」 ということを前提として、 様々

な視点から 2 ～ 3 文加えて文章を組み立てる活

動になっています。 具体的な事例を挙げて説明し

ても、 一般論でふくらませてもかまいません。 し

かし、 ここで大事なことは 「すぐに生徒に書かせ

ないこと」 です。 課題の前に 「やり取り」 を充分

に行いましょう。

例えば、 本文冒頭の以下の英文がモデルとなり

ます。 （下線は、 筆者が追加。）

この英文を確認した後に、 教師が設定したコミ

ュニケーションの目的 ・ 場面 ・ 状況 （下線部にあ

たる情報） を提示します。 それに対して、 生徒は

自分なら英語でどう言うかを考えて話します。 こ

こでは、 「誰」 が 「何」 を尋ねたのか、 そして尋

ねた相手にジェスチャーで 「何」 を示したのかをイ

メージさせながら、 生徒が自身の頭の中の引き出

しから語彙を選び出していくプロセスを大事にしま

す。 また、 自分の考えたアイディアを仲間と表現し

合い、 仲間との 「いいね！」 「そこは、 こう言った

方がいいんじゃない？」 「そう言いたいなら、 こう

じゃないかな？」 という 「やり取り」 が、 生徒の

気持ちを活動に惹きこんでいきます。 これが、 話

すことや書くことへの高いハードルを下げ、 学び

やすさに繋がります。 そしてハードルを越えた経

験は自信にも繋がっていきます。

インプットから、自分で考えや思いを表現するアウトプットへ
〜Think & Try! の工夫例〜
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Lesson  9-2

自分の経験や感想をつけ加
えてみよう。

Mother asked me to open the door.
I want you to play the piano.

Key Sentences

Tool Kit

例 close the window 1 speak louder 2 teach me Spanish 3  come to Japan again

I want you to close the window.

Think & Try!

次の文に自由に 2～3文加えて，ジェスチャーについて書いてみよう。

Gestures are helpful when we communicate.

 

 

 

One day, someone asked me the way to the station.  I showed 

him the way with gestures.

例

文化祭でのバンド演奏について，Ms. WhiteとMr. Yamadaが話しています。会話を聞いて，出演する生徒の
名前とそれぞれが担

たん
当
とう
する楽器を線で結ぼう。

Listen

〈人〉に〈してほしいこと〉を伝えたり，
頼
たの
んだりする

✔  「ask + 〈人〉 + to + 動詞の原形」で「〈人〉に～
してと頼む」を表します。

✔  「want + 〈人〉 + to + 動詞の原形」で「〈人〉に
～してほしい」を表します。

Notes

MiyuJin Amy Dan

loud（声・音が）大きい Spanish　スペイン語
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Part 2 ケンタがいろいろな国のジェスチャーについて調べ，レポートを書きました。
レポートを読み，その感想や自分の経験を伝えよう。Goal

Read Aloud

 helpful  [hélpf@l]

 communicate   
[k@mjú:n@kèit]

 tourist  [tú¤rist]

 abroad  [@brÓ:d]

 ticket  [tíkit]

�meaning（s）   
[mí:ni/(z)]

�from country to 
country

 wave  [wéiv]

 express  [iksprés]

 European  [jù¤r@pí:@n]

�go away

 cultural  [k-ltS¤r@l]

Question

When you want to 

express “come here,” 
how do you wave your 

hand?

 Gestures are helpful when we communicate.  One 

day a tourist from abroad asked me to buy a ticket 

for him in a ramen restaurant.  I showed him how 

to buy it with gestures.

 Ms. King taught me that some gestures have 

different meanings from country to country.  I’ll 

give you an example.  What gesture do you use 

when you want someone to come to you?  Japanese 

people wave their hands like Picture A to express 

“come here.”  In the U.S. and some European 

countries, this gesture is similar to “go away.”  To 

express “come here,” they move their hands like 

Picture B.

 It is important to know about cultural differences.

Words & Phrases

Picture A Picture B
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この 「やり取り」 では、 教師が早い段階であ

まり教えすぎないよう、 注意が必要です。 例え

ば、 尋ねた人が女性でも、 本文を参考にして I 

showed him ～ . と言ってしまう生徒がいるか

もしれません。 しかし、 教師はそこですぐに 「her

を使わないといけないよ」 と教えるのではなく、

生徒自身が思考し気付く機会だと捉えて大事にし

ましょう。

小学校の外国語科では、 音声で充分に慣れ親し

んだ後に 「書く」 活動に進む学習展開は有効だと

されています。 中学校においてもこの指導は大切

にしていきたいものです。

「ことばを貯める」時間を充分にとる3   

廣森 （2023） は、 「インプットは現状の言語知

識 （中間言語） と目標言語とのギャップを認識す

る機会を与えるとともに、 そのギャップを埋める

役割も果たしている。」 とインプットの大切さを述

べています。

中間言語の例として、 「午前は会議だ」 と言い

たくて “Morning is meeting.” 「コーラは太る

よ」 と言いたくて “Cola becomes fat.” とい

うアウトプットが発生することがあります。  これら

の例は、正確なアウトプットにはなっていませんが、

これは成長の過程と捉えましょう。 そして、 その克

服には、 「ことばを貯める」 充分な時間が必要で

す。 アウトプットしていくなかで学習者が自ら 「あ

れ、 何かおかしいな！」 と 「気付く」 行為が成長

を加速させるポイントです。

そして、 Think & Try! では教師が課題につい

て説明した後、 「では書いてみよう」 「では言って

みよう」 という流れで進められがちです。 しかし、

生徒のなかには、 表現するという行為に不安を抱

く者も少なくありません。

アウトプットする前に、 自分の考えや思いを英

語でどう言うのか、 自分の英語表現のストックか

ら何をどのように使えばいいのかを考える充分な

時間を与えることが必要です。 その時間を使って、

苦手としている生徒に個別に支援していくことも

英語教師として大切になってきます。

ぜひ、 Think & Try! を活用し、 書く活動の

前に口頭でのやり取りをする時間を設けましょう。

そしてすぐに話したり、 書いたりするのではなく、

「ことばを貯める」 時間を充分にとり、 ステップア

ップしながら自分の考え、 思いをアウトプットでき

る実践になることを祈ります。
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